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庵 室 修 復 書 建治三年冬 五六歳

去ぬる文永十一年六月十七日に、この山のなかに、きをうちきりて、かりそめにあじち
木 庵 室

をつくりて候ひしが、やうやく四年がほど、はしらくち、かきかべをち候へども、なを
柱 朽 牆 壁 直

す事なくて、よるひをとぼさねども、月のひかりにて聖教をよみまいらせ、われと御経
夜 火 光 我

をまきまいらせ候はねども、風をのづからふきかへしまいらせ候ひしが、今年は十二の
巻 自 吹 返

はしら四方にかうべをなげ、四方のかべは一そにたうれぬ。うだいたもちがたければ、
柱 頭 投 所 倒 有 待 保

月はすめ、雨はとゞまれとはげみ候ひつるほどに、人ぶなくして、がくしゃうどもをせ
止 夫 学 生 共

め、食なくしてゆきをもちて命をたすけて候ところに、さきにうへのどのよりいも二駄、
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これ一だはたまにもすぎ、
珠


